立命館大学GCOEプログラム　　　　　　　　　　　


2010年度生存学若手研究者グローバル活動支援助成金募集要項
1． 趣旨
生存学若手研究者グローバル活動支援助成金は、若手研究者による生存学関連のグローバルな研究活動を掘り起こし、財政的支援を行うものです。
2． 申請資格

1） 立命館大学大学院先端総合学術研究科3回生以上の院生
2） 立命館大学の他研究科博士後期課程に在籍する院生
3） 「生存学」創成拠点ポストドクトラルフェロー

　　＊いずれも年齢制限はありません。
　　＊休学中の院生は申請できません。

　　＊日本学術振興会特別研究員は旅費のみの助成となります。
3． 選考方法
グローバルＣＯＥプログラム「生存学」創成拠点運営委員会による審査を経て、同事業推進担当者全体会議において採否を決定する。

4． 申請書記入要領
	申請項目
	記入上の注意点等

	申請・助成期限
	助成対象の執行期限は2011年2月末日とする。年度をまたがっての活動に関する助成は行わない。助成を希望する諸活動の2ヶ月前迄に事務局まで本申請書を提出すること。但し、予算の都合により途中で応募を打ち切ることもありえる。なお、2010年5月の活動助成を希望する者は、事務局に4月30日（金）までに連絡の上申請書を提出すること。

	申請者名・所属等
	申請者の氏名・所属等を記入すること。

	事業推進担当者名
	申請にあたっては、事前に事業推進担当者（下記参照）１名に説明をして了解を得て、その氏名を記入すること。但し、これは狭い意味での指導教員である必要はない。

	申請ジャンル
	支援対象となる経費は以下のとおり。

１　滞在・調査：海外での調査、研究交流等に伴う経費
２　学会発表：海外での学会発表、国内での国際学会での発表等に伴う経費
３　その他：上記以外のグローバルな研究調査活動に伴う経費

	研究内容・グローバル活動の目的
	助成対象となる研究内容およびグローバル活動の目的は、「生存学」創成拠点の研究内容と関連するものとする。

	研究費執行計画
	助成対象は1件につき30万円を上限とする全額またはその一部
1人あたり年額30万円を上限とする

費目は旅費（日当は支給しない）、調査費、現地での資料購入費など


【事業推進担当者】
　立岩真也、小泉義之、大谷いづみ、栗原彬、西成彦、渡辺公三、松原洋子、遠藤彰、佐藤達哉、中村正、望月昭、天田城介、後藤玲子、Paul Dumouchel、林達雄、松田亮三、崎山治男
5． 成果報告等
活動修了後2ヵ月以内に、所定の「生存学若手研究者グローバル活動支援助成金活動実施報告書」を提出すること。さらに、生存学若手研究者グローバル活動支援助成金にもとづく研究調査の成果物（報告書、論文、資料集他）を提出すること。

＊　報告書提出要領の詳細は、採用決定後に通知します。また、研究調査の成果物の内容や提出期限については、事業推進担当者が採択者と面談のうえ別途決定します。

6． 申請方法等
所定の申請様式に基づき申請すること。電子メールでの申請（添付ファイル）も受け付けるが、1週間以内に書類受理の通知がない場合は、下記宛に連絡すること。
【申請期間】
2010年4月28日（水）～2011年1月12（金）必着
【提出先・お問い合せ先】

生存学研究センター事務局
　E-mail: ars-vive@st.ritsumei.ac.jp 

担当　（修学館2F人文社会RO内）　佐山・荒堀
TEL:075-465-8475、内線：4725（9:00～17:30）FAX:075-465-8342
　　　　　　　（創思館4F 創414）　　　　 片岡

　　　　　　　TEL:075-466-3113、内線：4375（9:00～17:30）FAX:075-466-3334

※　2011年度の募集は2011年4月以降の3回生以上を対象に、2011年3月下旬に開始する予定です。

※　同種の助成として「立命館大学大学院博士課程後期課程国際的研究活動促進研究費」があります。こちらにも、積極的に申請することを推奨します。生存学若手研究者グローバル活動支援助成金との併願も可能です。ただし、両方に採択された場合は、どちらかを辞退することになります。
参考
各制度の詳細については、4月19日（月）以降、大学院在学生HPで公開されます。
＊詳細は、立命館大学HP内　下記「大学院の皆さまへ」ページを参照のこと。
http://www.ritsumei.jp/grinfo/office/scholarship_for_dc_2010.doc
